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三
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市
職
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組
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成
三
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度
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要
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表 

　

一
五

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
七
号
（
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
付
け
）
中 

　

一
七

規

則

　

宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
七
号

　
　
　

宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　

宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
十
二
条
の
三
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
一
号
中
「
及
び
第
六
節
」
を
削
り
、
同
号
イ
中
「
並
び
に
第
五
十

四
条
及
び
第
五
十
四
条
の
二
」
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
本
節
及
び
第
六
節
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
並
び

に
第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
ホ
中
「
日
本
工
業
規
格
（
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
工
業
規
格
を
い
う
。
第
五
十
四
条
第
一
項
第

二
号
ホ
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
日
本
産
業
規
格
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
産
業
規
格
を
い
う
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
。
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
お
い
て
同

じ
」
を
削
る
。

　

附
則
第
九
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

別
表
様
式
第
二
十
八
号
（
裏
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



第16号　令和元年６月28日　金曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報
様
式
第
28号

（
裏
）

※
記
入
の
前
に
右
側
の
注
意
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
※

１
 　
口
座
へ
の
入
金
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
【
口
座
振
込
依
頼
書
】
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
，
支
払
元

の
県
税
事
務
所
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
な
お
，
本
人
口
座
に
限
り
ま
す
。

２
 　
窓
口
で
の
受
取
が
可
能
な
銀
行
は
，
七
十
七
銀
行
の
各
本
支
店
及
び
仙
台
銀
行
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
店
で
す
。

　
⑴
　
銀
行
窓
口
で
の
受
取
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
【
受
領
証
】
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑵
　
代
理
人
の
方
に
受
取
を
委
任
す
る
場
合
は
【
委
任
状
】
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
そ
の
場
合
代
理
人
の
方
が
【
受
領
証
】
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
込
依
頼
書
】
表
欄
の
金
額
を
下
記
口
座
に
振
り
込
み
願
い
ま
す
。

 
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
　

　
（
住
所
又
は
所
在
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

連
絡
先
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
）

金
融
機
関
名

本
支
店
名

預
金
種
別

普
通
　
当
座

口
座
番
号

口
座
名
義
人
カ
ナ

　
【
受
　
領
　
証
】
表
欄
の
還
付
金
を
受
領
し
ま
し
た
。
 

年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
〈
本
人
又
は
代
理
人
〉（
銀
行
の
窓
口
で
還
付
金
を
受
け
取
る
方
）

（
住
　
　
所
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
氏
　
　
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

※
　
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
は
，
代
理
人
が
記
入
・
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
こ
の
場
合
，
本
人
に
よ
る
下
記
委
任
状
欄
の
記
入
・
押
印
が
必
要
で
す
。

　
【
委

任
状
】
表
欄
の
還
付
金
受
領
を
 

年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
〈
代
理
人
〉（
委
任
さ
れ
る
人
）

　
　
　
　
　
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
委
任
し
ま
し
た
。

　
〈
委
任
者
〉（
こ
の
通
知
を
受
け
た
本
人
）

　
（
住
所
又
は
所
在
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

※
　
印
は
い
ず
れ
も
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
，
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
と
な
り
ま
す
。

※
　
受
領
証
欄
と
委
任
状
欄
に
押
印
す
る
際
，
同
一
の
印
鑑
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

１
 　
こ
の
通
知
書
は
，
あ
な
た
（
貴
社
）
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
の
う
ち
表
記
（
還
付
発
生
理
由
）
に
よ
り
納
め
過
ぎ
と
な
り
ま
し
た
分
を
，
地
方
税
法
第
17条

等
の
規
定
に

よ
り
お
返
し
し
た
（
す
る
）
こ
と
又
は
未
納
と
な
つ
て
い
る
県
税
に
充
当
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

３
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
た
後
に
，
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
，
審
査

請
求
の
裁
決
を
経
る
こ
と
な
く
，
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
⑴
　
審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。

　
⑵
　
処
分
，
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
じ
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
。

　
⑶
　
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

４
　
こ
の
通
知
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
，
当
所
還
付
担
当
班
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

５
 　
こ
の
処
分
の
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
ま
す
と
時
効
に
な
り
，
表
欄
の
還
付
金
を
受
け
取
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。

　
※
印
刷
要
領
　
裏
面
は
，
書
式
及
び
記
載
事
項
を
調
整
の
上
，
納
税
者
に
対
す
る
お
知
ら
せ
等
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

口
座
へ
の
入
金
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

銀
行
窓
口
で
の
受
取
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

代
理
人
の
方
に
受
取
を
委
任
す
る
場
合
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
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附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１ 　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
二
条
の
三
の
改
正
規
定
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

改
正
前
の
宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
宮
城
県
県
税

条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

 

　

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
八
号

　
　
　

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
精
神
障
害
者
」
の
下
に
「（
以
下
「
入
院
患
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
」

を
「
絶
対
的
扶
養
義
務
者
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
七
条
第
一
項
の
直
系
血
族
及
び

兄
弟
姉
妹
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
、「
の
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
前
年
分

の
所
得
税
額
」
を
「
に
つ
い
て
入
院
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
入
院
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民

税
の
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
所
得
割
（
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所

得
割
を
除
く
。）（
以
下
「
所
得
割
」
と
い
う
。）
の
額
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

所
得
割
の
額
の
算
定
方
法
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一 　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地

方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
「
扶
養
親

族
」
と
い
う
。）
及
び
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
十
九
歳
未
満

の
者
に
限
る
。
以
下
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）
が
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係

る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
限
る
。）
に
同

法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　

二 　

入
院
患
者
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
当
該
入
院
患
者
と
生
計
を
一
に
す
る
絶
対
的
扶
養
義
務
者
が
指
定
都
市

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み
な
し
て
、
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

三 　

入
院
患
者
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
当
該
入
院
患
者
と
生
計
を
一
に
す
る
絶
対
的
扶
養
義
務
者
が
地
方
税
法

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者

又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た

女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ
に
該
当
す
る
者
又
は

同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら

か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に

婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
又
は

ロ
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　
　

イ 　

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
（
第
二
号
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
民

税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
者
で
あ
る
場
合
は
、
所
得
割
の
額
は
零
と
す
る
。

　
　

ロ 　

イ
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
額
（
同

条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規

定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　

別
表
中
「所

得
税
額

」
を
「所

得
割
の
額

」
に
、「147万

円

」
を
「56万

４
千
円

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
の
入
院
に
係
る
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

３ 　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
措
置
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
っ

て
、
施
行
日
以
後
も
引
き
続
き
入
院
措
置
を
受
け
て
い
る
場
合
（
改
正
後
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
を
行
っ
た
結
果
、
新
た
に
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

限
る
。）
に
お
け
る
当
該
措
置
入
院
者
に
係
る
費
用
徴
収
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
措
置
入
院
者
が
退
院
す
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。
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告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
令
和
元
年
五
月
十
六
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

上う
え

野の　

達た
つ

也や

外

科

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

大
河
原
町
字
西
三
十
八
番
一
号

東と
う

條じ
よ
う

　
　

裕
ゆ
た
か

呼
吸
器
内
科

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

大
河
原
町
字
西
三
十
八
番
一
号

佐さ

さ々

木き

伸し
ん

也や

循
環
器
科

公
益
財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会

坂
総
合
病
院

塩
竈
市
錦
町
十
六
番
五
号

望も
ち

田だ　
　

幸さ
ち

循
環
器
科

公
益
財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会

坂
総
合
病
院

塩
竈
市
錦
町
十
六
番
五
号

濱は
ま

田だ　

一い
ち

路ろ

循
環
器
科

公
益
財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会

坂
総
合
病
院

塩
竈
市
錦
町
十
六
番
五
号

白し
ら

井い　
　

雄ゆ
う

整
形
外
科

公
立
黒
川
病
院

大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
六
十
番
地

武た
け

山や
ま　

大だ
い

輔す
け

外

科

公
立
黒
川
病
院

大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
六
十
番
地

早は
や

坂さ
か　

麻ま

美み

呼
吸
器
内
科

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

入い
り

野の　

樹し
げ

美み

神
経
内
科

医
療
法
人
寶
樹
会　

仙
塩
利
府
病
院

利
府
町
青
葉
台
二
丁
目
二
番
百
八
号

木き

村む
ら　

俊
し
ゆ
ん

一い
ち

消
化
器
外
科

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

宮み
や

下し
た　

武た
け

彦ひ
こ

循
環
器
科

公
立
刈
田
綜
合
病
院

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
下
原
沖
三
十
六

番
地

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

梶か
じ

原わ
ら　

大た
い

輝き

外

科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

高た
か

野の　

広ひ
ろ

之ゆ
き

整
形
外
科

大
崎
市
民
病
院

大
崎
市
古
川
穂
波
三
丁
目
八
番
一
号

宮み
や

澤ざ
わ

恵え

実み

子こ

腎

臓

・

内
分
泌
内
科

大
崎
市
民
病
院

大
崎
市
古
川
穂
波
三
丁
目
八
番
一
号

檜ひ

森も
り　

　

興こ
う

整
形
外
科

公
立
黒
川
病
院

大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
六
十
番
地

力り
き

丸ま
る　

　

暘
あ
き
ら

整
形
外
科

公
立
黒
川
病
院

大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
六
十
番
地

川か
わ

村む
ら　

善よ
し

宣の
ぶ

耳
鼻
咽
喉
科

医
療
法
人
寶
樹
会　

仙
塩
利
府
病
院

利
府
町
青
葉
台
二
丁
目
二
番
百
八
号

佐さ

藤と
う　

貞さ
だ

幹も
と

泌
尿
器
科

登
米
市
立
登
米
市
民
病
院

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
下
田
中
二
十
五

番
地

髙た
か

橋は
し　

里さ
と

美み

外

科

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

松ま
つ

浦う
ら　

一か
ず

登と

頭
頸
部
外
科

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

村む
ら

上か
み　

　

享
た
か
し

整
形
外
科

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

伊い

藤と
う　

康や
す

博ひ
ろ

心
臓
血
管
外
科

宮
城
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー

栗
原
市
瀬
峰
根
岸
五
十
五
番
二

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

新

旧

所
属
医
療
機
関
の

名

称

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

所
属
医
療
機
関
の

名

称

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

井い
の

上う
え　

寛か
ん

一い
ち

内

科

医
療
法
人
寶
樹
会

仙
塩
利
府
病
院

利
府
町
青
葉
台
二

丁
目
二
番
百
八
号

み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院

大
河
原
町
字
西
三

十
八
番
一
号

木き

村む
ら　

　

周
あ
ま
ね

循
環
器

内

科

須
江
き
む
ら
医
院

石
巻
市
須
江
字
皮

剥
百
五
番
地
二

総
合
南
東
北
病
院

岩
沼
市
里
の
杜
一

丁
目
二
番
五
号
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齋さ
い

藤と
う　

隆た
か

幸ゆ
き

整
形
外
科

栗
原
市
立
若
柳
病

院

栗
原
市
若
柳
字
川

北
原
畑
二
十
三
番

地
四

公
立
黒
川
病
院

大
和
町
吉
岡
字
西

桧
木
六
十
番
地

佐さ

さ々

木き

盛も
り

力ち
か

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ

ン

科

医
療
法
人
社
団
健

育
会　

石
巻
健
育

会
病
院

石
巻
市
大
街
道
西

三
丁
目
三
番
二
十

七
号

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西

道
下
七
十
一
番
地

佐さ

藤と
う　

博ひ
ろ

宣の
り

整
形
外
科

医
療
法
人
医
徳
会

真
壁
病
院

東
松
島
市
矢
本
字

鹿
石
前
百
九
番
地

四

宮
城
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手

字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

佐さ

藤と
う　

正ま
さ

幸ゆ
き

外

科

塩
竈
市
立
病
院

塩
竈
市
香
津
町
七

番
一
号

宮
城
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー

名
取
市
愛
島
塩
手

字
野
田
山
四
十
七

番
一
号

関せ
き

井い　

威た
け

彦ひ
こ

内

科

登
米
市
立
米
谷
病

院

登
米
市
東
和
町
米

谷
字
元
町
二
百
番

地

南
三
陸
病
院

南
三
陸
町
志
津
川

字
沼
田
十
四
番
三

号

平ひ
ら

潟か
た　

洋よ
う

一い
ち

呼
吸
器
科

栗
原
市
立
栗
原
中

央
病
院

栗
原
市
築
館
宮
野

中
央
三
丁
目
一
番

一
号

宮
城
県
立
循
環
器

・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー

栗
原
市
瀬
峰
根
岸

五
十
五
番
二

洞ほ
ら

口ぐ
ち　

　

潔
き
よ
し

整
形
外
科

医
療
法
人
社
団
洞

口
会
名
取
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク

名
取
市
増
田
字
柳

田
八
番

公
立
刈
田
綜
合
病

院

白
石
市
福
岡
蔵
本

字
下
原
沖
三
十
六

番
地

宮み
や

本も
と　

　

彰
あ
き
ら

呼
吸
器

内

科

社
団
医
療
法
人
将

道
会　

総
合
南
東

北
病
院

岩
沼
市
里
の
杜
一

丁
目
二
番
五
号

宮
城
県
立
循
環
器

・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー

栗
原
市
瀬
峰
根
岸

五
十
五
番
二

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
の
名
称
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

旧

米よ
ね

地ち　
　

真
ま
こ
と

医
療
法
人
米
地
会　

よ
ね

ち
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
づ
つ
内
科
循
環
器
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

多
賀
城
市
高
橋
四
丁
目
十
四
番
六
号

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
一
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
瀬
峰
地
区
土
地
改

良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
元
年
七
月
二
十
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

馬
場
只
越
線

三　

道
路
の
区
域　変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考
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Ａ
　

五
・
〇
〜

 

二
六
・
〇

 

七
八
三
・
〇
　

上
記
Ａ
、
Ｂ

及
び
Ｃ
は
、
関

係
図
面
に
表
示

す
る
敷
地
の
区

分
を
い
う
。

前
Ｂ

一
二
・
五
〜

 

五
六
・
三

 

八
六
〇
・
〇

気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
二
二
一
番
六
地
先
か

ら同
市
唐
桑
町
境
六
番
一
四
地
先
ま
で

　

Ｃ
　

八
・
〇
〜

 

二
五
・
〇

 

一
一
二
・
〇

　

Ａ
　

五
・
〇
〜

 

一
四
・
四

 

五
九
四
・
〇

後
Ｂ

一
二
・
五
〜

 

六
〇
・
一

 

八
六
〇
・
〇

　

Ｃ
　

八
・
〇
〜

 

二
五
・
〇

 

一
一
二
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

馬
場
只
越
線

気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
一
二
八
番
一
地
先
か
ら

同
市
唐
桑
町
唯
越
三
〇
番
九
地
先
ま
で

令
和
元
年

 
六
月
三
十
日

 
午
後
一
時

公

告

〇
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
の
財
政
状
況
を
別
冊
二
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の

と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指

定

年

月

日

カ
ワ
チ
薬
局
多
賀
城
店

多
賀
城
市
笠
神
四
丁
目
八－

一

令
和
元
年
六
月
一
日

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
矢
本
調
剤
薬
局

東
松
島
市
小
松
字
谷
地
二
〇
八
他

令
和
元
年
六
月
一
日

正
明
薬
局
調
剤
セ
ン
タ
ー

大
崎
市
古
川
諏
訪
二
丁
目
二－

四
十

令
和
元
年
六
月
一
日

く
る
み
薬
局

大
崎
市
古
川
穂
波
四
丁
目
二
十
一－

十
四

令
和
元
年
六
月
一
日

 

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

多
賀
城
市
山
王
字
南
寿
福
寺
六
番
一
、
七
番
一
、
八
番

一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

多
賀
城
市
南
宮
字
町
八
十
番
地

 

浦
山　

勝
雄　
　
　
　
　
　
　
　

 

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１ 　

調
達
案
件
及
び
数
量　

宮
城
県
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
無
線
機
器
等
整
備
（
第
三
期
）
及
び

賃
貸
借
等
業
務　

一
式

　

２　

調
達
案
件
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

履
行
期
間　

契
約
締
結
日
か
ら
令
和
七
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　

４　

履
行
場
所　

村
田
高
等
学
校
ほ
か
（
三
十
三
か
所
）
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二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　
　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２ 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
物
品

調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

５ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

７ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
、
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支

店
又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及

び
理
事
等
、
個
人
の
場
合
は
、
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と

い
う
。）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
、
又
は
暴
力

団
員
が
経
営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り
を
持
つ
者

と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」
と
い
う
。）

の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

８　

当
該
調
達
案
件
に
係
る
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
原
本
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　

９ 　

公
告
の
日
か
ら
過
去
五
年
以
内
に
国
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
の
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
無
線
機
器
等
の
整

備
に
係
る
契
約
を
締
結
し
、
履
行
し
た
実
績
（
賃
貸
借
契
約
内
で
の
整
備
も
含
む
。）
を
有
す
る
こ
と
。

　

10　

企
業
連
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

　
　

㈠
す
べ
て
の
構
成
員
が
、
１
か
ら
７
ま
で
の
要
件
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

㈡　

構
成
員
の
い
ず
れ
か
が
、
８
及
び
９
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

㈢ 　

企
業
連
合
の
構
成
員
が
、
他
の
企
業
連
合
の
構
成
員
と
し
て
、
又
は
単
独
に
よ
り
本
入
札
に
参
加
し
て
い
な

い
こ
と
。

　

11 　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
者
で
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
宮
城
県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁

目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
令
和
元
年
七
月
十
六
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠ 　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

㈡ 　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
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あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

郵
送
又
は
書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
及
び
仕

様
書
の
交
付
場
所
並
び
に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
四
二
三　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
庁
教
育
企
画
室
情
報
化
推
進
班
（
担
当　

高
砂　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
二
）

　

３　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
期
間

　
　

 　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日
（
金
）
か
ら
令
和
元
年
七
月
八
日
（
月
）
ま
で
（
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
祝
日
（
以
下
「
祝
日
」
と
い
う
。）

を
除
く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

　

４　

入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

 　

入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
等
の
交
付
を
受
け
、
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
又
は
郵
送
若
し
く
は
持
参
に

よ
り
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
を
行
い
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
等

　
　

㈠　

宮
城
県
物
品
等
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　
　

令
和
元
年
八
月
二
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
元
年
八
月
八
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で

　
　

㈡　

郵
送
に
よ
る
場
合

　
　
　

 　

令
和
元
年
八
月
二
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
元
年
八
月
八
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
に
２
の
場
所
ま
で

到
達
す
る
こ
と
（
郵
送
方
法
は
、
簡
易
書
留
郵
便
等
配
達
記
録
が
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

　
　

㈢　

持
参
に
よ
る
場
合

　
　
　

 　

６
の
開
札
日
時
及
び
場
所
に
持
参
し
、
提
出
す
る
こ
と
。
ま
た
、
提
出
の
際
は
、
４
の
入
札
参
加
資
格
確
認

結
果
の
通
知
の
写
し
及
び
代
理
人
に
よ
る
入
札
の
場
合
は
委
任
状
を
持
参
す
る
こ
と
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

令
和
元
年
八
月
九
日
（
金
）
午
前
十
時

　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
行
政
庁
舎
十
六
階
共
用
図
書
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

　
　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１ 　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
、
第
九
十

八
条
、
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
並
び
に
入
札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮

城
県
規
則
第
四
十
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

３ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
無
効
と
す
る
。

　

４ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
八
に
相
当
す
る

金
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
）

と
す
る
の
で
、
入
札
参
加
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る

か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
八
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

５ 　

落
札
者
の
決
定
の
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
入
札
者

を
落
札
者
と
す
る
。

　

６　

最
低
価
格
の
入
札
者
以
外
の
者
を
落
札
者
と
す
る
こ
と
の
有
無　

無

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
関
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

９　

詳
細
は
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1
 　

N
ature and Q

uantity of the Item
s to be Procured : M

aintenance (phase 3) and leasing of 

w
ireless equipm

ent, etc. for M
iyagi Prefecture Education Inform

ation N
etw
ork (SW

A
N
) (1 set)

　

2

　

Period of Im
plem

entation : From
 contract settlem

ent to A
ugust 31, 2025

　

３

 　

Place of Im
plem

entation : M
urata H

igh School and 32 other locations

　

4

 　

D
eadline and Place of Bid Subm

ission : A
ugust 8, 2019, 5

:00 p.m
. Inform

ation T
echnology 

Prom
otion Section, Education Planning D

ivision Board of Education Secretariat, M
iyagi 

Prefecture

　

5
 　

Place and T
im
e of Bid Selection : A

ugust 9, 2019, 10
:00 a.m

. M
iyagi Prefectural Governm

ent 

O
ffice, 16

th Floor, Library Room

　
6

 　

Contact Inform
ation : Inform

ation T
echnology Prom

otion Section, Education Planning 

D
ivision Board of Education Secretariat, M

iyagi Prefecture 3-8-1 H
oncho, A

oba-ku, Sendai, 

M
iyagi 980-8423 Japan T

el.: 022-211-3612

　

7

 　

Language and Currency U
sed for Contract : Japanese and Japanese yen only

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
11号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
，
宮
城
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県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ
り
公

表
す
る
。

　
　
令
和
元
年
６
月
28日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
島
　
　
源
　
　
陽
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
す
 ど
 う
　
　
　
　
　
哲
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
31年
３
月
28日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
令
和
元
年
５
月
31日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
団
体
名
　
阿
武
隈
急
行
株
式
会
社

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
　
期
末
に
お
い
て
，
欠
損
金
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
県
は
，
本
県
・
福
島
県
・
沿
線
市
町
・
阿
武
隈
急
行
株
式
会
社
で
構
成
す
る
「
阿
武
隈
急
行
線
再
生
支
援
協

議
会
」
に
参
画
し
，
施
設
・
設
備
補
修
の
中
長
期
的
な
計
画
や
増
収
・
経
費
縮
減
な
ど
，
今
後
の
経
営
見
通
し

を
協
議
し
，
経
営
改
善
を
図
る
た
め
に
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
 　
沿
線
人
口
の
減
少
に
伴
い
通
勤
定
期
・
通
学
定
期
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
，
阿
武
隈
急
行
株
式
会

社
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
県
で
は
平
成
25年
度
か
ら
阿
武
隈
急
行
線
の
利
用
促
進
を
目
的
と

し
，
沿
線
の
角
田
市
，
柴
田
町
，
丸
森
町
の
３
市
町
が
実
施
す
る
各
種
施
策
に
対
し
，
事
業
費
の
１
／
２
を
補

助
す
る
「
阿
武
隈
急
行
線
利
用
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
 　
平
成
30年
度
は
，
従
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
学
校
や
一
般
団
体
等
の
利
用
に
対
す
る
運
賃
補
助
の
ほ
か
，
新

た
に
，
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ひ
な
ま
つ
り
に
着
目
し
た
集
客
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
，
阿
武
隈
急
行
線
の
利

用
促
進
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
た
。

　
　
　
 　
こ
れ
ま
で
も
会
社
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
が
，
将
来
的
な
課
題
を
見
据
え
，
今
後
は
福
島
県
及
び

沿
線
市
町
と
連
携
し
，
よ
り
具
体
的
な
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
⑵
　
団
体
名
　
社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
多
額
の
長
期
滞
留
債
権
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
改
善

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
，
滞
納
者
へ
の
重
点
指
導
と
し
て
，
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
対

し
て
償
還
指
導
状
況
の
訪
問
調
査
と
，
償
還
率
向
上
に
向
け
て
の
援
助
を
行
う
な
ど
，
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
，
特
に
，
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
に
つ
い
て
は
，
償
還
の
促
進
に
向
け
，
平
成
30年
度

に
滞
納
者
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
な
ど
，
未
収
金
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
 　
県
と
し
て
は
，
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
出
及
び
償
還
等
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
と
と
も
に
，
宮
城
県

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
意
見
交
換
を
適
宜
行
い
，
未
収
金
の
縮
減
が
一
層
進
む
よ
う
指
導
と
助
言
を
行
っ
て
い

る
。

　
⑶
　
団
体
名
　
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
病
院
機
構

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
イ
　
期
末
に
お
い
て
，
債
務
超
過
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
運
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ロ
　
当
期
純
利
益
が
３
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
た
の
で
，
運
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ハ
　
診
療
報
酬
に
お
い
て
，
請
求
が
遅
延
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
 　
宮
城
県
立
病
院
機
構
は
，
民
間
の
医
療
機
関
で
は
対
応
困
難
な
政
策
医
療
や
高
度
・
専
門
医
療
を
県
民
に

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
，
政
策
医
療
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
県
で
は
運
営
費
負
担
金
等
に
よ
る
財

政
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
債
務
超
過
と
な
っ
て
い
る
現
時
点
に
お
い
て
も
，
法
人
の
長
期
借
入
金
の
借
入
先
は
地
方
独
立
行
政
法
人

法
第
41条
第
４
項
に
基
づ
き
県
相
手
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
借
入
金
等
に
つ
い
て
は
，
問
題
は
発
生

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
 　
し
か
し
，
平
成
27年
度
決
算
以
降
赤
字
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
受
け
，
県
で
は
第
３
期
中
期
目
標
（
平
成

31～
34年
度
）
に
お
い
て
債
務
超
過
額
の
縮
減
に
努
め
る
旨
明
記
し
た
ほ
か
，
中
期
計
画
の
収
益
・
費
用
に

係
る
項
目
等
へ
の
定
量
的
目
標
を
定
め
，
平
成
32年
度
（
令
和
２
年
度
）
ま
で
に
病
院
機
構
全
体
と
し
て
経

常
収
支
比
率
100％

以
上
を
達
成
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
　
　
　
 　
こ
の
結
果
，
法
人
で
は
中
期
計
画
に
お
い
て
債
務
超
過
の
縮
減
に
努
め
る
旨
定
め
た
ほ
か
，
手
術
数
や
患

者
紹
介
率
，
材
料
費
の
対
医
業
収
益
比
率
縮
減
な
ど
の
項
目
等
に
お
い
て
定
量
的
目
標
を
設
定
し
収
支
の
改

善
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
今
後
と
も
県
と
し
て
，
運
営
改
善
に
つ
い
て
継
続
的
に
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
ロ
 　
平
成
27年
度
決
算
以
降
赤
字
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
受
け
，
県
で
は
第
３
期
中
期
目
標
（
平
成
31～
34年
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）
に
お
い
て
，
中
期
計
画
で
は
収
益
・
費
用
に
係
る
項
目
等
へ
の
定
量
的
目
標
を
定
め
，
平
成
32年
度
（
令

和
２
年
度
）
ま
で
に
病
院
機
構
全
体
と
し
て
経
常
収
支
比
率
100％

以
上
を
達
成
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
こ
の
こ
と
を
受
け
，
法
人
で
は
中
期
計
画
の
中
で
，
手
術
数
や
患
者
紹
介
率
，
材
料
費
の
対
医
業
収
益
比

率
縮
減
な
ど
の
項
目
に
お
い
て
定
量
的
目
標
を
設
定
し
収
支
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
平
成
31年
度
の
単
年
度
計
画
に
お
い
て
は
定
量
的
目
標
上
の
数
値
を
中
期
計
画
上
の
数
字
を
上
回

る
形
で
設
定
し
て
お
り
，
運
営
改
善
に
係
る
中
期
計
画
の
早
期
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
今
後
と
も
県
と
し
て
，
運
営
改
善
に
つ
い
て
継
続
的
に
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
ハ
 　
生
活
保
護
受
給
者
に
係
る
医
療
券
発
行
に
は
，
各
福
祉
事
務
所
と
法
人
間
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
が
，

法
人
側
で
の
意
見
書
提
出
の
遅
延
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
，
法
人
で
は
意
見
書
作
成
の
迅
速
化
や
福
祉
事
務

所
へ
の
早
期
の
発
行
依
頼
に
取
り
組
み
，
受
給
者
の
受
診
月
内
に
請
求
が
完
了
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
県
と
し
て
も
，
経
営
上
の
観
点
か
ら
，
早
期
に
請
求
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
，
法
人
が
遅
滞
無
く
請

求
を
完
了
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
⑷
　
団
体
名
　
公
益
財
団
法
人
翠
生
農
学
振
興
会

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
助
成
金
の
交
付
決
定
に
お
い
て
，
選
考
過
程
で
の
決
裁
承
認
に
不
明
瞭
な
点
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
前
回
の
指
摘
後
，
県
と
し
て
は
財
団
に
対
し
，
平
成
30年
６
月
に
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
事

務
局
体
制
の
強
化
・
会
議
の
招
集
及
び
議
事
録
等
の
書
面
整
備
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
き
た
。

　
　
　
 　
県
の
指
導
を
受
け
，
そ
の
後
財
団
で
は
委
員
が
集
ま
り
，
審
査
基
準
を
策
定
し
，
併
せ
て
採
点
票
を
制
定
し

た
。

　
　
　
 　
し
か
し
な
が
ら
，
助
成
金
の
交
付
に
あ
た
り
，
審
査
基
準
及
び
採
点
票
を
各
委
員
か
ら
徴
収
し
た
も
の
の
，

最
終
的
な
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
書
面
の
作
成
を
失
念
し
て
し
ま
い
，平
成
30年
度
も
同
様
の
指
摘
を
受
け
た
。

　
　
　
 　
こ
の
こ
と
か
ら
，
県
と
し
て
は
事
務
局
長
の
責
任
を
明
確
化
し
，
各
理
事
が
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
相
互
に
牽

制
を
行
う
こ
と
，
理
事
長
が
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
よ
う
改
め
て
指
導
を
行
っ
た
。

　
⑸
　
団
体
名
　
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
イ
 　
期
末
に
お
い
て
，
債
務
超
過
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
引
き
続
き
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ロ
 　
当
期
純
利
益
が
３
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
た
の
で
，
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
 　
鉄
道
会
社
の
経
営
改
善
に
あ
た
っ
て
は
，
こ
れ
ま
で
「
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
改
革
支
援
プ
ラ
ン
行
動

計
画
」
の
実
施
や
，
県
か
ら
の
借
入
金
金
利
及
び
元
本
償
還
期
間
の
見
直
し
，
ま
た
，
一
層
の
利
便
性
向
上

に
向
け
て
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社
，
JR
東
日
本
等
の
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換
を
行
う
「
仙

台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
利
便
性
向
上
等
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」（
以
下
「
４
者
協
議
」
と
い
う
。）
を
開

催
す
る
な
ど
，
鉄
道
会
社
の
経
営
安
定
化
に
向
け
た
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
平
成
30年
度
に
お
い
て
は
，
鉄
道
会
社
の
「
中
期
経
営
計
画
」
が
策
定
さ
れ
，
平
成
31年
３
月
に
県
の
「
仙

台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
経
営
健
全
化
方
針
」
を
策
定
し
，
今
後
の
改
善
方
針
な
ど
を
明
確
化
し
た
。
ま
た
，

鉄
道
利
用
者
数
に
直
結
す
る
空
港
旅
客
の
増
加
に
向
け
て
航
空
路
線
の
拡
大
と
利
用
促
進
等
を
図
る
と
と
も

に
，
４
者
協
議
を
開
催
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
結
果
，
平
成
31年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
，
混
雑

緩
和
に
向
け
た
一
部
列
車
の
編
成
両
数
変
更
が
行
わ
れ
，
鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
空
港
旅
客
の
増
加
に
伴
う
鉄
道
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
，
平
成
30年
度
の
利
用
者
数
は
過
去
最
高
と
な
る

370万
人
を
記
録
し
，
運
輸
収
入
が
開
業
以
来
初
め
て
10億

円
を
超
え
る
な
ど
し
た
結
果
，
平
成
30年

度
に

つ
い
て
は
単
年
度
黒
字
化
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
 　
県
と
し
て
は
，
鉄
道
会
社
の
早
期
の
経
営
安
定
化
に
向
け
て
，
引
き
続
き
鉄
道
会
社
の
取
組
を
支
援
し
て

い
く
と
と
も
に
，
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
ロ
 　
鉄
道
会
社
の
経
営
改
善
に
あ
た
っ
て
は
，
こ
れ
ま
で
「
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
改
革
支
援
プ
ラ
ン
行
動

計
画
」
の
実
施
や
，
県
か
ら
の
借
入
金
金
利
及
び
元
本
償
還
期
間
の
見
直
し
，
ま
た
，
一
層
の
利
便
性
向
上

に
向
け
て
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社
，
JR
東
日
本
等
の
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換
を
行
う
「
仙

台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
利
便
性
向
上
等
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
，
鉄
道
会
社
の
経
営

安
定
化
に
向
け
た
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
平
成
30年
度
に
お
い
て
は
，
鉄
道
会
社
の
「
中
期
経
営
計
画
」
が
策
定
さ
れ
，
平
成
31年
３
月
に
県
の
「
仙

台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
経
営
健
全
化
方
針
」
を
策
定
し
，
今
後
の
改
善
方
針
な
ど
を
明
確
化
し
た
。
ま
た
，

鉄
道
利
用
者
数
に
直
結
す
る
空
港
旅
客
の
増
加
に
向
け
て
航
空
路
線
の
拡
大
と
利
用
促
進
等
を
図
る
と
と
も

に
，
４
者
協
議
を
開
催
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
結
果
，
平
成
31年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
，
混
雑

緩
和
に
向
け
た
一
部
列
車
の
編
成
両
数
変
更
が
行
わ
れ
，
鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
空
港
旅
客
の
増
加
に
伴
う
鉄
道
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
，
平
成
30年
度
の
利
用
者
数
は
過
去
最
高
と
な
る

370万
人
を
記
録
し
，
運
輸
収
入
が
開
業
以
来
初
め
て
10億

円
を
超
え
る
な
ど
し
た
結
果
，
平
成
30年

度
に

つ
い
て
は
単
年
度
黒
字
化
に
至
っ
た
。
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県
と
し
て
は
，
鉄
道
会
社
の
早
期
の
経
営
安
定
化
に
向
け
て
，
引
き
続
き
鉄
道
会
社
の
取
組
を
支
援
し
て

い
く
と
と
も
に
，
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
12号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
元
年
６
月
28日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
島
　
　
源
　
　
陽
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
す
 ど
 う
　
　
　
　
　
哲
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
31年
３
月
28日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
令
和
元
年
５
月
31日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  657,736,383円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
  914,685,865円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
1,572,422,248円

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  860,900,853円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
1,023,590,663円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
1,884,491,516円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
（
平
成
28年
３
月
策
定
），
平
成
30年

度
県
税
事
務
運
営
及
び
平
成
30

年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
，
納
期
内
納
税
を
広
報
す
る
と
と
も
に
，
滞
納
が
発
生
し
た
場
合
に
は
，

早
期
の
折
衝
・
財
産
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
，
納
税
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
滞
納
し
て
い
る
者
に
対
し
て

は
，
換
価
・
取
立
て
が
容
易
な
預
金
・
給
与
等
の
債
権
を
中
心
に
積
極
的
に
差
押
を
行
っ
た
。
ま
た
，
そ
れ
で

も
解
決
し
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
，
差
押
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
，
捜
索
，
公
売
等
を
実
施
す
る
な
ど
，
組

織
的
，集
中
的
に
滞
納
整
理
を
行
っ
た（
３
件
の
公
売
に
よ
る
417千

円
の
県
税
充
当
を
含
む
，計
248件

，6,678

千
円
の
換
価
・
取
立
て
を
行
っ
た
。）。

　
　
　
 　
さ
ら
に
，
収
入
未
済
額
の
９
割
以
上
を
占
め
る
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
賦
課
徴
収
を
行
っ
て
い
る
仙
台

市
と
の
間
で
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
，
情
報
の
共
有
と
還
付
金
の
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
の
徴
収
支
援
対
策
に
取
り
組
み
，
税
収
の
確
保
と
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
今
後
と
も
仙
台
市
と
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
，
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
収
入
未

済
額
縮
減
に
繋
げ
て
い
く
。

　
⑵
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
29年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
125,891,267円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
141,197,741円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
267,089,008円

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
125,107,412円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
145,485,744円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
270,593,156円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
28年
３
月
に
策
定
し
た
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」，「
平
成
30年
度
県
税
事
務
運
営
」
及

び
「
平
成
30年
度
事
務
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
管
内
市
町
村
と
協
働
で
滞
納
整
理
等
を
行
う
実
働
組
織
「
チ
ー
ム
T
.O
.T
.O
」

に
よ
る
対
象
案
件
と
し
て
42件
（
市
町
村
共
通
の
納
税
者
20件
含
む
）
の
滞
納
整
理
を
実
施
し
，
一
層
の
滞
納

額
縮
減
に
努
め
た
。
ま
た
，「
チ
ー
ム
T
.O
.T
.O
」
対
象
事
案
以
外
に
も
自
動
車
税
等
の
還
付
金
の
差
押
23件
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共
同
催
告
103件

な
ど
市
町
村
支
援
の
た
め
の
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
に
掲
げ
る
差
押
な
ど
の

滞
納
処
分
を
中
心
と
し
た
取
組
を
徹
底
す
る
た
め
，
納
税
第
一
班
に
お
い
て
地
区
割
り
担
当
制
を
廃
し
，
初
動

調
査
チ
ー
ム
と
処
分
チ
ー
ム
の
２
チ
ー
ム
で
業
務
を
実
施
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
す
べ
て
の
案
件
に
対
し
早

期
の
財
産
調
査
と
預
貯
金
，
給
与
，
自
動
車
な
ど
の
差
押
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
，
長
期
滞
納
事

案
や
換
価
の
見
込
め
な
い
長
期
差
押
財
産
の
見
直
し
を
行
い
，
徴
収
緩
和
制
度
も
適
切
に
適
用
し
，
収
入
未
済

額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
⑶
　
仙
台
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
海
岸
占
用
料
に
係
る
事
務
処
理
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
適
用
す
る
条
例
を
誤
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
正
適
用
条
例
　
海
岸
占
用
料
等
条
例

　
　
　
　
・
誤
適
用
条
例
　
財
産
の
交
換
，
譲
与
等
に
関
す
る
条
例

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
占
用
（
使
用
）
許
可
の
担
当
者
を
海
岸
保
全
区
域
と
そ
れ
以
外
の
土
地
改
良
財
産
に
分
け
て
，
適
用
条
例
　

を
混
同
し
な
い
よ
う
改
め
た
ほ
か
，
複
数
で
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
徹
底
し
た
。

　
⑷
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
工
事
に
お
い
て
，
誤
っ
た
施
工
に
よ
り
対
策
工
事
が
生
じ
る
事
態
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
対
策
の
徹
底
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
防
潮
堤
の
建
設
工
事
に
お
い
て
，
設
計
や
施
工
の
確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
，
本
来
計
画
し
た
高
さ
よ
り

も
高
く
施
工
し
た
も
の
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
・
  本
件
発
覚
直
後
，
直
ち
に
水
産
漁
港
部
に
お
い
て
部
内
会
議
を
開
催
し
，
事
案
の
発
生
原
因
を
早
急
に
究

明
す
る
と
と
も
に
他
の
施
工
中
の
箇
所
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
，
防
潮
堤
の
高
さ
が

計
画
と
相
違
し
て
い
る
案
件
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
・
今
後
，
同
様
な
ミ
ス
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
と
し
て
，

　
　
　
　
①
 　
主
務
課
か
ら
の
通
知
（
平
成
30年
４
月
13日
付
け
漁
復
号
外
）
を
受
け
，
各
事
業
の
設
計
や
工
事
の
受

注
者
と
の
適
時
・
適
切
な
書
面
に
よ
る
協
議
の
実
施
，
契
約
図
書
の
照
査
の
徹
底
，
各
段
階
検
査
等
を
確

実
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
②
 　
各
工
事
毎
に
提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
細
か
く
作
成
し
て
各
工
事
の
進
捗
状
況
，
受
注
者
と
担
当

者
の
打
ち
合
わ
せ
内
容
や
指
示
事
項
，
提
出
書
類
の
確
認
を
細
か
く
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
③
 　
受
注
者
と
管
理
職
に
よ
る
個
別
意
見
交
換
を
実
施
し
て
監
督
員
の
問
題
点
を
指
導
し
，
受
注
者
に
対
す

る
適
切
な
指
導
や
工
事
監
理
に
努
め
て
い
る
（
平
成
30年
度
中
に
２
回
実
施
）。

　
　
　
　
④
 　
再
発
防
止
に
向
け
，
所
内
会
議
に
お
い
て
，
全
職
員
に
対
し
注
意
喚
起
を
指
示
す
る
と
と
も
に
，
各
事

業
に
つ
い
て
複
数
人
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　
　
　
　
・
  な
お
，
令
和
元
年
５
月
１
日
付
け
で
副
班
長
を
２
名
体
制
と
し
，
若
手
職
員
へ
の
技
術
指
導
の
役
割
を
担

う
職
員
を
配
置
し
た
。

　
⑸
　
仙
台
土
木
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
河
川
占
用
料
の
調
定
誤
り
に
よ
り
，
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し

な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
河
川
占
用
料
に
つ
い
て
，
平
成
26年
度
か
ら
平
成
29年
度
ま
で
誤
っ
て
調
定
し
，
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金

が
発
生
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
４
件

　
　
　
　
・
還
付
金
額
　
　
　
779,280円

　
　
　
　
・
  還
付
加
算
金
額
　
 31,500円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
・
 歳
入
調
定
に
係
る
個
別
起
案
に
つ
い
て
は
，
稟
議
の
際
に
複
数
人
に
よ
り
内
容
確
認
を
行
い
，
チ
ェ
ッ
ク

マ
ー
ク
を
付
け
，
誤
り
を
発
見
し
た
場
合
は
，
起
案
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
修
正
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
・
  処
理
件
数
が
膨
大
に
な
る
年
度
初
め
の
一
括
調
定
の
際
に
は
，
上
記
に
加
え
て
添
付
の
一
覧
表
に
つ
い
て

も
同
様
に
チ
ェ
ッ
ク
し
，
起
案
者
に
誤
り
を
修
正
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑹
　
松
島
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
給
額
の
誤
り
及
び
未
払
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
臨
時
職
員
の
追
給
す
べ
き
賃
金
に
つ
い
て
，
事
務
局
監
査
時
点
で
未
払
い
と
な
っ
て
い
た
も
の
。
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雑

報

〇
宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
定
款
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長　
　

大　
　

友　
　

喜　
　

助　
　
　

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
未
払
い
額
　
　
　
43,806円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
予
算
措
置
後
の
平
成
31年
２
月
19日
に
口
座
振
込
に
よ
り
43,806円

を
本
人
に
追
給
し
た
。

　
　
　
 　
事
務
処
理
に
つ
い
て
，
本
校
で
は
担
当
者
任
せ
に
せ
ず
，
各
人
毎
に
異
な
る
色
の
マ
ー
カ
ー
を
用
い
て
確
認

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
事
務
室
内
で
緊
密
な
情
報
共
有
を
図
り
，
関
係
法
令
，
処
理
手
順
等
を
確
認
し
，

複
数
人
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
確
実
に
実
施
す
る
な
ど
し
て
，
事
務
処
理
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
内
部
統
制
が
十
分

に
機
能
す
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
，
出
納
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
・
責
任
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
再
認
識
し

日
頃
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
⑺
　
石
巻
工
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
団
体
会
計
等
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
他
団
体
か
ら
の
補
助
金
受
入
口
座
等
か
ら
，
私
的
に
流
用
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
33件

　
　
　
　
・
金
額
　
4,936,770円

　
　
　
　
・
期
間
　
平
成
25年
７
月
か
ら
平
成
29年
２
月
ま
で

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
職
員
会
議
で
適
正
な
職
務
執
行
と
信
頼
回
復
を
校
長
が
指
示
す
る
と
と
も
に
，「
宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学

校
学
校
徴
収
金
会
計
事
務
に
関
す
る
取
扱
要
領
」
の
遵
守
を
徹
底
し
た
。
ま
た
，
会
計
処
理
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

検
討
を
行
い
次
の
こ
と
を
実
施
し
た
。

　
　
　
１
 　
金
融
機
関
へ
の
出
入
金
を
用
務
依
頼
簿
兼
現
金
管
理
簿
に
よ
り
，
出
納
責
任
者
（
事
務
室
長
）
が
そ
の
都

度
確
認
を
徹
底
し
た
。

　
　
　
２
 　
業
者
支
払
い
後
，
出
納
責
任
者
が
速
や
か
に
精
算
確
認
を
行
い
，
支
出
後
の
支
払
遅
延
の
防
止
と
現
金
保

管
を
抑
制
し
た
。

　
　
　
３
 　
出
納
責
任
者
が
毎
月
，
各
会
計
の
出
納
簿
と
通
帳
の
照
合
を
行
い
，
適
正
な
事
務
処
理
を
確
認
し
た
。
事

務
室
長
の
担
当
会
計
は
，
次
席
出
納
責
任
者
の
事
務
次
長
が
確
認
を
行
っ
た
。

　
　
　
４
 　
各
学
校
徴
収
金
の
会
計
を
担
当
す
る
職
員
を
対
象
に
会
計
の
取
扱
い
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
，「
宮

城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校
学
校
徴
収
金
会
計
事
務
に
関
す
る
取
扱
要
領
」
を
共
通
理
解
の
も
と
事
務
処
理
の

適
正
化
と
事
故
防
止
を
図
っ
た
。

　
⑻
　
警
察
本
部

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
不
適
切
な
支
出
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
ガ
ソ
リ
ン
等
購
入
券
を
，
私
的
に
使
用
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
218件

　
　
　
　
・
金
額
　
1,320,672円

　
　
　
　
・
期
間
　
平
成
24年
４
月
か
ら
平
成
30年
３
月
ま
で
　

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
全
所
属
に
対
し
，
ガ
ソ
リ
ン
等
購
入
券
の
適
正
な
取
扱
等
に
つ
い
て
指
示
す
る
と
と
も
に
，
全
所
属
の
取
扱

状
況
を
点
検
し
，
指
示
内
容
の
確
実
な
履
行
に
つ
い
て
徹
底
を
図
っ
た
。
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宮城県市町村職員共済組合平成30年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

市 町 村 一部事務組合等 合　　計
13 20 1 17 51

２　組合員数及び標準報酬月額は，次のとおりである。

組 合 員 の 種 別 一　　般 市町村長 特定消防 市町村長長期 船員一般 任意継続 合　　計
組 合 員 数（人） 16,838 32 1,816 2 9 263 18,960

標準報酬月額（千円）
長期 6,017,442 19,430 637,620 1,240 3,850 6,679,582
短期 6,292,902 26,060 637,620 1,960 3,850 86,400 7,048,792

１人当たり標準報酬月額
 （円）

長期 357,373 607,188 351,112 620,000 427,778 357,254
短期 373,732 814,375 351,112 980,000 427,778 328,517 371,772

３　組合職員の数は，次のとおりである。
（単位：人）

経　理　単　位 業　務 保　健 宿　泊 貯　金 貸　付 物　資 計
人　　　　　員 23 2 1 1 1 1 29

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。
（単位：千円）

区　　　　　分 短　期 厚生年金保険 退職等年金 経過的長期 退職等年金
預託金管理

経過的長期
預託金管理 業　務 保　健 宿　泊 貯　金 貸　付 物　資

（収　　　入）

負担金 5,529,342 15,004,334 783,253 166,057 229,406 177,542

掛金・保険料 5,612,607 9,469,381 783,244 172,570

施設収入・商品売上 273,030

連合会交付金 221 103,407 306

利息及び配当金 611 4,640 17,460 136 166 389 505,859 33,513

その他収入 708,583 1 13,070 310 21,350 14,285

他経理から繰入金 42,681 90,000

前年度繰越支払準備金 788,902

計 12,640,266 24,473,715 1,566,497 166,057 4,640 17,460 375,631 363,348 363,729 527,209 33,819 14,285

（支　　　出）

給付金 5,333,566

負担金払込金 15,004,334 783,253 166,057

掛金・保険料払込金 9,469,381 783,244

役職員給与 157,531 19,180 122,046 4,981 7,568 4,331

特定健康診査等費 20,283

旅費・事務費 14,072 4,598 1,716 3,021 2,306 268

商品仕入 8,104

飲食材料費 53,796

委託費 6,738 8,432 8,033 39

支払利息 4,640 17,460 447,054 20,164 5,073

退職者給付拠出金 22,900

前期高齢者納付金 2,486,103

後期高齢者支援金 2,276,704

病床転換支援金 11

介護納付金 1,028,437

連合会払込金 141,506 3,089

連合会拠出金 402,041

他経理へ繰入金 42,681 90,000

その他支出 5,776 191,526 258,386 168,089 3,206 2,146 2,104

次年度繰越支払準備金 804,828

計 12,544,553 24,473,715 1,566,497 166,057 4,640 17,460 369,867 400,879 361,784 458,301 35,273 11,776

差引当期利益金 95,713 5,764 1,945 68,908 2,509

差引当期損失金 37,531 1,454

年度末支払準備金 804,828

年度末資本剰余金 40,923 19,404 1,515,074 9,673

年度末利益剰余金 3,098,347 359,261 1,126,929 120,640 2,213,066 643,025 176,805
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〇
仙
台
市
職
員
共
済
組
合
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

仙
台
市
職
員
共
済
組
合
定
款
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

 

仙
台
市
職
員
共
済
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長　
　

藤　
　

本　
　
　
　
　

章　
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仙台市職員共済組合平成30年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

市 合　　計
1 1

２　組合員数及び標準報酬の月額は，次のとおりである。

組 合 員 の 種 別 一　　般 市　　長 特定消防 継続長期 任意継続 合　　計
組 合 員 数（人） 8,178 1 1,007 1 67 9,254

標準報酬の月額（千円）
長期 3,549,150 620 444,210 560 3,994,540
短期 3,615,630 1,270 444,950 28,190 4,090,040

１人当たり標準報酬の月額
 （円）

長期 433,988 620,000 441,122 560,000 434,804
短期 442,117 1,270,000 441,857 420,746 442,023

３　組合職員の数は，次のとおりである。
（単位：人）

経　理　単　位 業　務 貸　付 合　計
人　　　　　員 6 1 7

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。
 （単位：千円）

区　　　　　分 短　期 厚生年金
保険 退職等年金 経過的長期 退職等年金預託金管理

経過的長期
預託金管理 業　務 保　健 貯　金 貸　付

（収　　　入）

負担金 2,859,962 8,881,694 462,158 97,392 57,689 96,106

掛金・保険料 2,890,695 5,596,268 462,123 93,677

利息及び配当金 223 6,291 112,065 16,868

その他収入 330,772 50,117 6 180

他経理からの繰入金 15,094

前年度繰越支払準備金 421,756

計 6,503,185 14,477,962 924,281 97,392 223 6,291 122,900 189,789 112,065 17,048

（支　　　出）

給付金 2,781,608

役職員給与 43,425 2,037 1,626 6,717

旅費・事務費 10,011 331 220 963

委託費 7,537 2,172 271 202

支払利息 223 6,291 95,542 6,513

連合会払込金 81,769 14,477,962 924,281 97,392 1,558

連合会拠出金 232,154

老人保健拠出金 0

退職者給付拠出金 15,269

前期高齢者納付金 697,921

後期高齢者支援金 1,282,210

病床転換支援金 6

介護納付金 574,482

他経理へ繰入金 15,094

その他支出 2,114 63,282 171,511 584 1,341

次年度繰越支払準備金 418,241

計 6,100,868 14,477,962 924,281 97,392 223 6,291 124,255 176,051 98,243 17,294

差引当期利益金 402,317 △ 1,355 13,738 13,822 △ 246

年度末支払準備金 418,241

年度末資本剰余金

年度末利益剰余金 2,228,406 56,906 476,624 430,833 1,180,243
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正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
七
号
（
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

四

段下

行
後
ろ
か

ら
六　

正

仙
台
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

　
　
　
　
　
　
　

誤

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限　

る
。）
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